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会

長

挨

拶

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
は
当
協
会
の
運
営
に
多
大
な
ご

支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
防
火
・
防
災
管
理
や
危
険
物
取

扱
事
業
所
等
の
自
主
保
安
体
制
の
確
立

に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
協
会
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を

見
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
昨
年
５
月
８
日
に
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
５
類
感
染
症
へ
と
変

更
さ
れ
、
３
年
余
り
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ

禍
が
よ
う
や
く
明
け
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
年
明
け
早
々
の
能
登
半
島

地
震
な
ど
、
今
年
に
入
り
震
度
４
以
上

の
地
震
が
国
内
で
幾
度
も
発
生
し
て
お

り
、
日
本
列
島
が
地
震
列
島
で
あ
る
こ

と
を
不
応
な
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ひ
と
た
び
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま

す
と
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
火
災

が
発
生
し
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
発
生
直
後
輪

島
市
の
朝
市
通
り
に
お
い
て
大
規
模
な

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
地
震
に
直
面
し
ま
す

と
人
間
は
余
り
に
も
無
力
だ
と
痛
感
し

ま
す
が
、
一
方
で
少
し
で
も
被
害
を
軽

減
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

事
故
・
災
害
等
を
未
然
に
防
止
す
る

事
を
重
要
課
題
と
す
る
社
会
の
一
員
と

し
て
、
全
て
の
企
業
活
動
を
通
じ
て
、

豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
の
振
興
や
産

業
・
経
済
の
伸
展
に
積
極
的
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
当
協
会
と
し
ま

し
て
も
、
そ
の
使
命
を
し
っ
か
り
果
た

す
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
協
会
と
し
ま
し
て
は
、
令
和
６
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
災
害

予
防
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
習
得
に

努
め
、
消
防
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
自

主
保
安
管
理
の
確
立
を
会
員
の
皆
様
さ

ら
に
は
湖
南
広
域
消
防
局
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
着
実
に
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
当
協
会
の
各
種
事
業
の

推
進
に
格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

会
長
　
北
　
中
　
良
　
樹

株
式
会
社
　
北
中
工
業
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援
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

去
る
五
月
二
十
八
日
に
は
、
北
消
防

署
出
張
所
を
守
山
市
立
田
町
に
新
築
移

転
し
、
業
務
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
消
防
需
要
が
増
し
て
い

る
守
山
市
北
部
地
域
の
災
害
に
、
よ
り

確
実
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
消
防
局
で
は
『
明
日
も　

あ
た

り
ま
え
の
安
心
と
安
全
を
』
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、「
明
日
も
安
心

で
安
全
な
一
日
が
過
ご
せ
ま
す
よ
う

に
・
・
・
」
市
民
の
皆
さ
ま
の
そ
の
よ

う
な
あ
た
り
前
の
願
い
を
叶
え
る
た

め
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
あ
た
り
ま
え

の
日
常
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
い
つ
も

備
え
、
い
つ
も
寄
り
添
い
、
そ
し
て
市

民
の
皆
様
に
安
心
と
安
全
を
提
供
し
続

け
る
消
防
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
湖
南
防
火
保
安
協
会
の
皆
様

方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
湖
南
地

域
の
安
心
と
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た

め
に
、
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
る
覚
悟

で
お
り
ま
す
の
で
引
続
き
の
連
携
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
の

益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健

勝
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
あ
げ
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
当
消
防
局
の
事
業

運
営
や
取
組
み
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
六
年　

年
明
け
早
々
に

は
能
登
半
島
を
大
規
模
地
震
が
襲
い
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
平
成
十
七
年
四
月
に
兵
庫

県
尼
崎
市
で
発
生
し
た
列
車
事
故
を
契

機
に
、
全
国
に
先
駆
け
た
取
組
み
と
し

て
、
平
成
十
八
年
三
月
に
締
結
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
「
災
害
時
の
消
防
活
動
等

支
援
協
定
」
を
軸
に
、
災
害
時
に
事
業

所
の
持
つ
施
設
、
人
的
資
源
の
一
部
を

周
辺
地
域
の
住
民
に
提
供
す
る
な
ど
の

取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

地
域
住
民
の
安
心
安
全
な
生
活
の
確
保

と
消
防
活
動
の
充
実
に
多
大
な
る
御
支

湖
南
広
域
消
防
局

消
防
局
長

堀 

田 

武 

司

【
新
庁
舎
と
も
に
】

消
防
局
長
挨
拶

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
支
部
長
に
就
任
し
て
、
お
陰
さ
ま
で
、
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
私
た

ち
が
暮
ら
し
て
い
る
街
で
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害

は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
石
川
県
能
登
地
方
で

は
、
今
年
１
月
に
、
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、
多

く
の
人
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
４
月
に

愛
媛
・
高
知
県
で
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
幸
い
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と
の
関
わ
り
は

薄
い
と
報
道
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
普
段

か
ら
、
地
震
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、
再
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
災
害

時
の
消
防
活
動
等
支
援
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
心
強
い
気
持
ち
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
災
害
時
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
向
上

を
目
的
に
、
新
入
社
員
防
火
研
修
や
自
衛
消
防
訓
練

大
会
な
ど
の
事
業
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
当
協
会
支
部
に
対

し
特
段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

南
支
部
長
挨
拶

株
式
会
社
　
田
中
誠
文
堂
　
田
　
中
　
義
　
信

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
御

活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
御
支
援
と
御

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

移
行
と
な
り
、
す
べ
て
の
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
先
の
北
支
部
役
員
会
に
お
い
て
役
員

改
選
を
行
い
、
新
た
に
４
事
業
所
様
を
理
事
に
就
任

し
て
い
た
だ
き
、
組
織
の
活
性
化
を
図
り
円
滑
な
事

業
運
営
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
事
業
に
つ
い
て
も
創
意
工
夫
を
重
ね
、
効

果
的
効
率
的
な
事
業
運
営
を
実
践
し
た
く
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
災
害
を
顧
み
ま
す
と
、
今
年
１
月

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
多
数
の
方
々
が

被
災
さ
れ
、
被
災
地
で
は
現
在
も
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
様
々
な
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
公
共

機
関
だ
け
で
な
く
、
民
間
団
体
や
企
業
等
、
様
々
な

組
織
が
連
携
し
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
事
業
所
同
士
の
繋
が
り
を
よ
り

強
固
な
も
の
と
し
、
さ
ら
に
は
地
元
自
治
会
等
と
連

携
し
た
地
域
防
災
力
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
、
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

自
社
の
災
害
へ
の
備
え
は
勿
論
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
た
め
、
更
な
る
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と

御
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

北
支
部
長
挨
拶

株
式
会
社
　
川
嶋
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械
　
川
　
嶋
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【定期総会】
　令和６年５月31日（金）午後３時からクサツエストピアホテルにて令和６年度の定期総会を開催しました。
　定期総会に下記の５議案を提出させていただき、慎重なる審議の結果、いずれも原案どおり可決、承認されました。

研 修 委 員 会
・危険物施設での事故防止のため、危険物の有識者の
確保を目指し、危険物取扱者試験の予備講習会及び
直前対策講習会を実施する。
・新入社員防火研修を実施し、防火の知識及び消火技
術の修得を図り、職場の安全管理に繋げる。
・普通救命講習会を実施し、救急に関する意識と行動
力の向上を図る。
・防火研修会を実施し、会員の防火防災の視野拡大と
相互の情報交換を図り、防火思想等の推進に繋げ
る。（火災事例・危険物施設の安全管理）

広 報 委 員 会
・会報を年３回発刊する。紙面を通じて、協会の活動、会員
事業所の防火防災対策の活動を掲載して、会員間の共助
体制を図るとともに、各種講習会・研修会の案内、消防局
と連携して法令改正内容や消防防災情報の提供を行う。
・広告掲載事業で協力をいただいた会員事業所の広告をホー
ムページ等を活用して、広く周知できる企画を行う。
・ホームページの内容充実と電子メールを活用した情報提
供を行う。
・消防局が取り組む各種火災予防運動に協賛し、会員事業
所自らの防火防災意識の高揚を図り、併せて地域の皆さ
まに火災予防を訴える。
・各消防署等が開催する防火防災事業に協賛し、市民の防
火防災意識の向上を図る。

特 別 委 員 会
・令和５年度に、組織強化検討特別委員会の設立により、
本会と支部のあり方等について検討するも、課題の重さ
から令和６年度も引き続き検討を続ける。

令和６年度湖南防火保安協会事業計画

総 務 委 員 会
・協会の充実発展のため、新規会員の加入促進に努める。
目標　新規加入20事業所以上・総数741事業所
・災害時の消防活動等支援登録事業所の拡充と当該制度の
充実に努める。
　目標　新規登録20事業所・総数472事業所の登録（登録
率61％）
・会員の親睦と交流を図るための事業を実施する。
・会員の火災予防思想をより広く普及させることから防火
標語を募集する。
・会費収入の一助としての役割が果たせる事業を検討する。

提出議案
議第１号　令和５年度湖南防火保安協会事業実績報告
議第２号　�令和５年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出決算及び令和５年度湖南防火保安協会財政調整基金特

別会計決算
議第３号　湖南防火保安協会役員の改選について
議第４号　令和６年度湖南防火保安協会事業計画
議第５号　�令和６年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出予算及び令和６年度湖南防火保安協会財政調整基金特

別会計予算

委員会事業の方針

企業防災推進委員会
・防火防災に対する技術向上のため、自衛消防訓練大
会を開催する。
・企業での災害事例や近年多発する自然災害から得ら
れた教訓を専門分野の講師を招いて防災講演会を開
催する。
・消防局が推進する地域防災体制の強化「地域と連携
した防火防災体制の強化」事業へ協力する。
・会員事業所の地域防災体制の一層の充実を図ること
から、消防団協力事業所表示制度の導入及び推進に
協力する。
・消防局が策定された防災基本指針に基づく連携訓練
を実施する。

消防活動等支援事業
・災害時の消防活動等支援登録事業所と消防機関との
連携強化を図るため、消防訓練への積極的な参加を
図る。（市総合防災訓練やその他管内で実施される
消防訓練）

事業計画等について
令和６年度
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◦
優
良
事
業
所

エ
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

�
株
式
会
社

森
正
商
事
株
式
会
社

�

グ
リ
ー
ン
岡
本
Ｓ
Ｓ

中
西
紙
器
株
式
会
社

キ
ョ
ー
ラ
ク
株
式
会
社

�

栗
東
工
場

社
会
福
祉
法
人
滋
賀
県
障
害
児

�

協
会
湖
南
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

安
全
索
道
株
式
会
社

株
式
会
社
大
生
産
業

ア
ル
バ
ッ
ク
テ
ク
ノ
株
式
会
社�

滋
賀
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

◦
優
良
従
業
員

竹
村
勇
一
（
川
重
冷
熱
工
業
株
式
会
社
滋
賀
工
場
）

上
野　

淳
（
日
東
電
工
株
式
会
社
滋
賀
事
業
所
）

梶
野
聖
樹
（
西
日
本
積
水
工
業
株
式
会
社

�

栗
東
製
造
所
）

吉
田
正
孝
（
西
日
本
積
水
工
業
株
式
会
社

�

栗
東
製
造
所
）

髙
谷
義
則
（
旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所
）

小
島　

裕
（
Ｊ
Ｎ
Ｃ
フ
ァ
イ
バ
ー
ズ
株
式
会
社

�

守
山
工
場
）

八
田　

孔
（
ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
ジ
―
株
式
会
社

�

滋
賀
工
場
）

勝
見
典
子
（
株
式
会
社
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
）

会
長
表
彰

令
和
６
年
度
定
例
表
彰
受
賞
者
の
皆
様

会長表彰

大
成
興
業
株
式
会
社
滋
賀
営
業
部

オ
ー
ウ
エ
ル
株
式
会
社
京
滋
営
業
所

◦
優
良
従
業
員

浅
野
大
樹
（
日
東
電
工
株
式
会
社
滋
賀
事
業
所
）

高
田
哲
也
（
西
日
本
積
水
工
業
株
式
会
社

�

栗
東
製
造
所
）

《
北
支
部
》

◦
優
良
事
業
所

株
式
会
社
ウ
エ
ー
ブ

京
都
信
用
金
庫
守
山
支
店

守
山
市
役
所

株
式
会
社
ス
ギ
テ
ッ
ク

株
式
会
社
レ
イ
ヤ
マ
ク
チ

株
式
会
社
ア
ブ
ラ
サ
ダ

◦
優
良
従
業
員

岡
田
潤
介
（
東
レ･

フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

�

守
山
工
場
）

西
村
大
輔
（
旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所
）

石
部
智
章
（
旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所
）

林　

貴
之
（
Ｊ
Ｎ
Ｃ
フ
ァ
イ
バ
ー
ズ
株
式
会
社

�

守
山
工
場
）

濱
田
清
彦
（
Ｊ
Ｎ
Ｃ
フ
ァ
イ
バ
ー
ズ
株
式
会
社

�

守
山
工
場
）

図
司
真
啓
（
ラ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
工
業
株
式
会
社
）

齊
藤
隆
志
（
シ
ラ
イ
電
子
工
業
株
式
会
社

�

滋
賀
本
社
）

嶽　

広
海
（
株
式
会
社
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
） 北支部長表彰

支
部
長
表
彰

《
南
支
部
》

◦
優
良
事
業
所

京
都
信
用
金
庫
草
津
西
支
店

西
本
電
気
工
事
株
式
会
社

村
岡
通
信
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
東
横
イ
ン

　

琵
琶
湖
線
南
草
津
駅
西
口

株
式
会
社
き
ん
で
ん

�

栗
東
営
業
所

日
昌
株
式
会
社
滋
賀
工
場

◦
安
全
安
心
推
進
事
業
特
別
表
彰

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
滋
賀
製
作
所

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社

�

滋
賀
栗
東
工
場

◦
防
火
標
語

《
最
優
秀
作
品
》

新
子　

忠

（
積
水
化
学
工
業
株
式
会
社

�

滋
賀
栗
東
工
場
）

《
優
秀
作
品
》

橋
本
明
莉

�

（
積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
滋
賀
栗
東
工
場
）

宮
川
公
彦

�
（
積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
滋
賀
栗
東
工
場
）

松
本
一
真
（
神
港
精
機
株
式
会
社
滋
賀
守
山
工
場
）

北
中　

順
（
旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所
）

防火標語最優秀南支部長表彰

令和６年度　湖南防火保安協会防火標語

『火の用心　備えと訓練　二刀流』
作：積水化学工業株式会社滋賀栗東工場　新子　忠　様
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去
る
６
月
６
日（
木
）大
津
市
の
「
ピ
ア
ザ
淡
海
」

の
ピ
ア
ザ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
35
回
防
火
意
識
高
揚

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
危
険
物
安
全
週
間
の
協
賛
行
事
と
し

て
、
危
険
物
取
扱
事
業
所
の
保
安
管
理
体
制
の
確
立

と
県
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
永
年
に
亘
り
危
険
物
の
安
全
管
理
、

災
害
の
防
止
等
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
事
業
所
や

個
人
に
対
し
て
、
滋
賀
県
知
事
及
び
滋
賀
県
防
火
保

安
協
会
連
合
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
か
ら
は
、
次
の
事
業
所
・
個
人
の
方
々
が
受

賞
の
栄
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

防
火
意
識
高
揚
推
進
大
会

滋
賀
県
知
事
表
彰

◦
防
火
保
安
功
労
者
（
個
人
）

川
嶋
栄
司
（
株
式
会
社
川
嶋
機
械
）

◦
優
良
事
業
所

石
原
産
業
株
式
会
社
中
央
研
究
所

一
般
財
団
法
人
滋
賀
県

�

防
火
保
安
協
会
連
合
会
長
表
彰

◦
防
火
保
安
功
労
者
（
個
人
）

藤
野
尚
志

�

（
株
式
会
社
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
）

奥
田
克
実
（
株
式
会
社
三
東
工
業
社
）

◦
優
良
事
業
所

株
式
会
社
平
和
堂
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
追
分
店

山
科
精
機
株
式
会
社

平
田
機
工
株
式
会
社
関
西
工
場

セ
イ
レ
イ
興
産
株
式
会
社

　
　

マ
リ
ー
ナ
事
業
部

　
　

ヤ
ン
マ
ー
サ
ン
セ
ッ
ト
マ
リ
ー
ナ

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
滋
賀
県
支
部

「
コ
ラ
ボ
し
が
21 
４
階
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
７-
５
２
５-

２
９
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
７-
５
２
１-

７
９
０
４

～（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

�

滋
賀
県
支
部
よ
り
～

令
和
６
年
度
後
期
の
試
験
日
程
及
び
会
場
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
日
程
】　

◆�

危
険
物
取
扱
者
試
験　

各
日
程
（
午

前
・
午
後
試
験
）

　
　
　
　
　

�

10
／
11
（
金
）
～
10
／
15
（
火
）、
12

／
７
（
土
）
～
12
／
11
（
水
）、
２
／

28
（
金
）
～
３
／
４
（
火
）

　
　
　
　

◆�

消
防
設
備
士
試
験
各
日
程
（
午
前
・
午

後
試
験
）

　
　
　
　
　

11
／
22
（
金
）
～
11
／
25
（
月
）

【
会
場
】　

■�

大
津
市
打
出
浜
２
番
1
号　
「
コ
ラ
ボ
し

が
21　

会
議
室
」

※�

試
験
種
類
等
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
滋
賀
県
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

�https://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp/

branch/25shiga/

試
験
日
程
・
会
場
に
つ
い
て

免
状
の
更
新
に
つ
い
て

交
付
日
か
ら
10
年
を
過
ぎ
た
免
状
は
写
真
書
換
（
法

定
）
が
必
要
で
す
。

消防設備士

危険物取扱者

一
般
財
団
法
人
日
本
消
防
設
備

�

安
全
セ
ン
タ
ー
理
事
長
表
彰

消
防
設
備
保
守
功
労
者

大
崎
裕
士
（
大
崎
設
備
工
業
株
式
会
社
）

消
防
庁
長
官
表
彰

消
防
設
備
関
係
功
労
者

北
中
良
樹
（
株
式
会
社
北
中
工
業
）

一
般
財
団
法
人
全
国
危
険
物

�

安
全
協
会
理
事
長
表
彰

危
険
物
保
安
功
労
者
（
個
人
）

北
中
良
樹
（
株
式
会
社
北
中
工
業
）

優
良
危
険
物
関
係
事
業
所

上
原
成
商
事
株
式
会
社

�

守
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

　

永
年
に
亘
り
危
険
物
施
設
の
事
故
防
止
及
び

安
全
思
想
の
普
及
等
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ

り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
状
の
伝
達
は
、
令
和
６
年
６
月

６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
35
回
防
火
意
識
高

揚
推
進
大
会
に
お
い
て
滋
賀
県
の
三
日
月
知
事

か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

危険物取扱者・消防設備士のみなさんへ 問い合わせ先

〒520－0806
滋賀県大津市打出浜２番１号　コラボしが21　４階
TEL　077－525－2977　FAX　077－521－7904

消防試験研究センター滋賀県支部一　　般
財団法人あなたの免状は大丈夫ですか？

交付日から10年を過ぎた免状は更新（法定）が必要です。
※「消防法施行規則」第33条の５及び「危険物の規制に関する規則」第51条第２項に免状の記載事項は
　過去10年以内に撮影した写真とすると定められています。

消防用設備等の確実な点検を！

「点検済証」（ラベル）を貼付しましょう
　点検実施者の責任の明確化、点検の確実な履行の促進等を目的とした点検済表示
（ラベル）制度は、全国統一的に推進しています。

消火器用

一般社団法人滋賀県防火保安協会連合会
〒520-0044　大津市京町四丁目３番28号（滋賀県厚生会館２階）
TEL　077-521-3921　FAX　077-521-3761
Eメール　shiga-bouka@green.ocn.ne.jp消火器以外の

消防用設備等用
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新入社員防火研修開催

グラドン

救命

座学

放水

　去る５月15日・21日は北消防署で、５月16日・22日は西消防署にて令和６年度新入社員防火研修を開催しま
した。４日間で222名、83事業所の方々にご参加いただきました。座学及び実技訓練を行い防火に対する意識
の向上を図りました。

　今回防災訓練を受けて、たくさんのことを学びました。そ
のうえで特に印象に残っていることは、消火訓練と煙中・地
震体験、救急訓練です。消火訓練では、実際に消火ホースを
使っての放水や、正しい消火器の扱い方を学びました。煙中・
地震体験では、煙の中で懐中電灯がしっかり機能できるのか、
その場に適した姿勢などを学びました。
　地震体験では、実際に震度７の地震を起震車で体験しまし
た。最近、日本では地震の発生が多く、震度が高い地震も増
えてきています。ニュースで見ていた時は他人事と感じたこ
とが多かったですが、今回震度７の揺れを体験して地震の恐
怖を実感することができました。救急訓練では、心肺蘇生の
手順を学びました。心肺蘇生を行うときにしなければならな
いことを理解することができました。
　防災訓練を受けたことで、もし身近で地震や火災などが起
こったとき自分がするべき行動を考えることができました。
もし、自分がそういう場に遭遇したときは焦らず冷静に行動
できるようにしたいと思います。

� 西日本積水工業株式会社　品質管理課
� 　小　野　未　羽

東洋ビジュアルソリューションズ
株式会社守山製造所
生産管理部　生産技術課　白　井　　努

　危険物を取り扱う製造所に勤務する私にとって、今回の研
修は火災発生時の対応を実践的に学べ、非常に有意義でした。
特に実習ではリアルな状況を経験できました。救急訓練では
心臓マッサージを続けることの大変さや周囲へ協力要請の必
要性、地震体験では身動きが取れないほどの揺れ、煙中体験
では煙充満の中では視界が全く確保できないこと、消火訓練
では消火栓ホースの水圧の強さや消火活動での避難ルート確
保のテクニックなど、実際に経験し初めて分かる事ばかりで
した。この経験を活かし万が一の有事の際は冷静に対応した
いと思います。また消火設備の不備や操作ミスで大規模な火
災が発生している事例が数多くあることを知り、日頃より取
り組む職場の安全対策や教育の重要性を改めて認識しました。
今回の研修内容を職場にも共有し私個人だけでなく職場の防
火防災意識も高めていきたいと思います。
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STOP!熱中症
　職場での熱中症により毎年約20人が亡くなり、約600人が４日以上仕事を休ん
でいます。

普通救命講習会を開催中！

暑さ指数とは、、、気温、湿度、輻射熱を取り入れた温度の指標。

　大切な人の命を助けるために心肺蘇生法、AEDの使用方法を学びましょう！
　現在、草津市、守山市、栗東市、野洲市に在住、在勤、通学される方々の団体のお申し込みを受け付けて
おります。
　受講希望日、受講人数等のご相談は、団体の所在地を所管する消防署（安全救急係）へご連絡ください。

□暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じ対策を追加
□暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底
□水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底
□作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加
□熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施
□体調不良の者に異常を認めたときは、躊躇することなく救急隊を要請

救急車の適正利用にご協力ください！
　令和５年は過去最多の救急出動件数とな
り、救急事案がひっ迫し、救急車が足りな
い状況が発生しました。
　日ごろから怪我をしないように「予防」
し、救急車の必要がなく、医療機関を受診
したい時は、医療ネット滋賀で病院情報を
ご確認ください。
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救急出動件数（湖南広域消防局管内）

過去最多

滋賀県医療情報案内
【医療ネット滋賀】

重点取組期間（７月）にすべきこと

湖南広域行政組合YouTubeチャンネル
「誰でもできる応急手当シリーズ」で、自宅でも応急手当
の方法を学びましょう！右記のQRコードを読み取り、ぜ
ひご覧ください！

労働災害防止キャラクター
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【最近の予防情報】神奈川県厚木市で発生した自走式駐車場火災　153台の自動車が焼損！
発生日時：令和５年８月20日（日）14時40分
発生場所：神奈川県厚木市下荻野1200－13

《火元建物概要》
用　　途：駐車場（二層三段の自走式駐車場）
構　　造：鉄骨造（準耐火構造）
階　　数：地上２階建て（屋上あり）
面　　積：延べ面積7,963.06㎡
消防用設備等：消火器、移動式粉末消火設備、誘導標識，自動火災報知設備

《被害状況》
人的被害：なし
物的被害：駐車場約4,000㎡焼損車両153台焼損
消防活動状況：出動消防車両22台
出火原因：�走行中及び走行直後に高温となって

いたエキゾーストマニホールド付き
ターボチャージャーのエキゾースト
マニホールド上に、エンジンオイルが付着し出火したものと推定

駐車場火災を想定した消防訓練を行いましょう
◆�駐車場部分の自動火災報知設備が作動した場合、迅速に
受信機を確認できる監視体制について確認する。
◆�現場確認時に火煙を確認した時点で、現場確認者が迅速
に119番通報し、駐車場内で車が燃えていることを確実
に伝える。
◆�移動式粉末消火設備等の位置を確認するとともに、当該
設備を使用した初期消火の要領を教育する。
◆�駐車場の利用者に対し、避難誘導を行うとともに、駐車
場内への進入を制止する。

火災時の自衛消防活動について
●�14時45分に店舗にある自動火災報知設備の受信機
で駐車場部分の火災を確認したので、駐車場に行
き、駐車場にある自動火災報知設備の受信機で出
火場所を確認した。

●�その後、駐車場２階に行き、出火車両から10ｍく
らいまで近づくことができたが、火災が拡大して
おり、初期消火を断念して、駐車場の客の避難誘
導を実施した。

●�店舗内の客が車を出そうとしており、危険がある
ため制止するなどの対応をした。

消防訓練や消防計画等について
●�店舗では火災直近で駐車場火災を想定した訓練は
実施していなかった。（直近の２回の訓練は店内
出火の想定）

●�消防計画に駐車場出火を想定した自衛消防活動の
具体的記載がなかった。

移動式粉末消火設備の取扱い方法について、消防庁ホー
ムページに公開されている動画を訓練の際に活用してく
ださい。

《防火管理者を選任できていますか。》
　新年度が始まったこの時期は、防火管理者が人事異動等により未選任となる場合があります。万が一、火災等の災
害が発生した場合、防火管理者の未選任が初動の遅れを招き、災害による被害拡大につながる恐れがあります。そこで、
下記の点にご注意ください。
■防火管理者の選任・解任の届出はできていますか？
■消防計画変更の届出はできていますか？
■避難通路、防火戸および消防用設備等の維持管理はできていますか？
■飲食店、工場等における厨房・火気使用設備の取扱いは安全にできていますか？

防火管理講習のオ
ンライン講習が始
まりました。
　詳しくは、一般財団法
人日本防火・防災協会の
ホームページをご確認く
ださい。

●防火管理者が必要な建物等は？
　消防法第８条に規定されています。
　詳しくは、最寄りの消防署へお問合せください。
　　東消防署（野洲市）　077－587－1119
　　西消防署（草津市）　077－568－0119
　　中消防署（栗東市）　077－552－0119
　　南消防署（草津市）　077－564－4951
　　北消防署（守山市）　077－584－2119

日本防火・防災協会
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令和６年度 湖南防火保安協会月別事業計画

月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　　　　会 南　支　部 北　支　部 湖南広域消防局
滋賀県防火保安協会連合会

４
月

12 事務担当調整会議【本会13：30】 12 県連合会防火保安功労者等表彰
審査委員会【県11：00】

26 第２回特別委員会【本会10：30】 25 支部役員会議 24 県連合会第１回事務局長会議
【県危機管理センター14：00】

30 令和５年度決算監査【本会9：00】 30 知事表彰の書類調査

５
月

15 新入社員防火研修【北署9：00】 9 支部正副支部長
会議 7 県連合会第１回理事会

【県危機管理センター14：00】

16 新入社員防火研修【西署9：00】 14 湖南幼年女性防火委員会
【市民防災ホール10：00】

16 正副会長会議【市民防災ホール
10：30】

16 理事会【市民防災ホール13：00】

18
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～16：00】

21 新入社員防火研修【北署9：00】

22 新入社員防火研修【西署9：00】 22 県連合会令和６年度通常総会
【大津プリンスホテル16：00】

24 事務担当調整会議【本会13：30】

25
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

31 令和６年度定期総会・定例表彰
【クサツエストピアホテル15：00】 28 湖南広域消防局北消防署出張所

竣工式【10：00】

６
月

25～26 甲・乙併催防火管理講習【守山商工会議所9：00～16：00】 3 危険物安全大会（全危連理事長
表彰等）【東京都14：00】

27 広報委員会【本会】予定 24 支部役員会議 6 第35回防火意識高揚推進大会
【ピアザ淡海14：00】

下旬 会報「碧い纏」第116号発刊

７
月

新会員勧誘・支援登録事業所の加入促進月間
１日～７日　夏の災害予防啓発
運動

9 普通救命講習会【北署9：00】
10 普通救命講習会【西署9：00】
18 第３回特別委員会【本会】予定

19 第48回自衛消防訓練大会実行委員会【本会】 21 滋賀県消防協会湖南広域支部夏
季火災防ぎょ訓練【守山市内】

20
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～16：00】

25
消防団消防ポン
プ操法訓練激励
【草津市・栗東市】

24
消防団消防ポン
プ操法訓練激励
【守山市・野洲市】

24 東近畿消防救助技術大会出場に
伴う激励

27
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

28 第59回滋賀県消防操法訓練大会
【県消防学校】

８
月

22 甲賀広域防火保安協会設立50周
年記念式典

中旬 全国消防救助技術大会出場に伴
う激励

９
月

6 第２回事務局長会議
【県危機管理センター15：30】

18～19 甲種防火管理講習【守山商工会議所9：00～16：00】

上旬 自衛消防訓練大会操法研修会の
開催に伴う事務担当者会議

中旬 第48回自衛消防訓練大会操法研修会【午前】
中旬 第48回自衛消防訓練大会運営委員会【午後】

28
危険物取扱者試験の予備講習会
【守山市コミュニティ防災セン
ター9：00～16：00】
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月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　　　　会 南　支　部 北　支　部 湖南広域消防局
滋賀県防火保安協会連合会

10
月

5
危険物取扱者試験対策の直前対
策講習会【守山市コミュニティ
防災センター9：00～12：00】

9～10 甲・乙併催防火管理講習【守山商工会議所9：00～16：00】
23 第48回自衛消防訓練大会【東消防署消防訓練センター】
23 正副会長会議【東消防署】
24 第48回自衛消防訓練大会【東消防署消防訓練センター】（予備日）
中旬 広報委員会【本会】

下旬 会報「碧い纏」　第117号発刊
【広告事業】 下旬 防火ポスター審査会

11
月

中旬 正副支部長会議 中旬 正副支部長会議 1 安全センター連理事長表彰等
【東京都】

9 街頭広報（JR各駅・商業施設）
９～15 秋の火災予防運動協賛

13～14 甲・乙併催防火管理講習【守山商工会議所9：00～16：00】 15 彦根防火保安協会設立50周年記
念式典

中旬 防災講演会

30
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～16：00】

20～21 県連合会役職員県外視察研修

下旬 消防・警察合同歳末特別警戒出動式

12
月

1 年末の火災予防啓発運動協賛
（12/1～12/31）

7
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

11～12 甲・乙併催防火管理講習【守山商工会議所　9：00～16：00】

上旬 防火研修会
【設備編・危険物編】

下旬 消防団年末夜警出動式・激励
１
月
上旬 構成市消防出初式
上旬 賀詞交歓会

２
月

4 甲種防火管理再講習【守山商工
会議所13：00～15：00】

上旬 広報委員会【本会】
上旬 一日会員研修

15
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

18 普通救命講習会【北署】
19 普通救命講習会【西署】
中旬 会報「碧い纏」　第118号発刊 中旬 支部役員会議 中旬 支部役員会議

22
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

３
月

１～７ 春の火災予防運動協賛
1 消防記念日消防記念式典（防火ポスター優秀作品の表彰）

1 街頭広報（JR各駅・商業施設） 11 県連合会第２回理事会
【琵琶湖ホテル16：00】

上旬 本会・事務局次年度事業日程等
打合せ【本会】 11 県連合会第３回事務局長会議

【琵琶湖ホテル16：00】
中旬 正副会長会議【本会】

12～13 甲種防火管理講習【守山商工会議所9：00～16：00】


